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らはともに mcd4Δより増殖が良かった。第 4 章では、取得変異株の変異部位の同定を試みた。3 株
中 2 株については相補遺伝子を検出できなかったが、AQ-37 株では NDD1 遺伝子が細胞壁成分の変
異およびマクロファージ活性化能を相補することを明らかにした。また、変異株の NDD1 遺伝子の
DNA配列を解析した結果、DNA配列の一部が終止コドンに変化しており、NDD1タンパク質の機能
が欠失していることを示唆する結果を得た。第 5 章では、実用化に向けて AQ-37 株をもとに遺伝的
に安定な 2倍体株の構築を行った。その結果、2倍体の親株より高いマクロファージ活性化能を有す




















性化酵母を 3 株取得している。それら 3 株は全て先行研究で得られた株と比べ増殖能が改善された
ことを示している。引き続いて取得株の中から AQ -37株を用い、変異遺伝子の解析を進めている。
変異を相補する遺伝子として NDD1 遺伝子を取得している。さらに、AQ-37 株の NDD1 遺伝子は
349 番目の塩基が置換され、その影響で正常な NDD1 タンパク質が合成されないことを明らかにし
ている。また、より実用に近づけるために、AQ-37 株をもとにしマクロファージ活性化能が高く遺
伝的に安定な２倍体株を構築し、取得２倍体株はヒトの末梢血単核球も活性化することを明らかにし
ている。さらに、取得２倍体株の細胞壁構造を解析し、変異によるβ-グルカンの構造変化も高い活
性化能の要因の一つであることを示している。 
 これらの研究成果は、微生物の細胞表層構造の理解を深めるとともに、微生物工学分野において新
たな知見を提供し、生物工学分野の発展に寄与するところが大きい。よって本論文の著者は、博士（工
学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
